
霞霞ケケ浦浦のの成成りり立立ちち  
                                年 組  番 

                          名前 

霞ケ浦は、大昔
おおむかし

（10万年前）は海
うみ

でした。海が陸地
り く ち

に深
ふか

くはいりこんでい

た入江
い り え

が霞ケ浦
かすみがうら

だったのです。川の上 流
じょうりゅう

の方から長い時間
じ か ん

をかけて運
はこ

ばれ

てきた土やすなが入江
い り え

につもって、 湖
みずうみ

になったといわれています。このよ

うに、もともとは海の入江
い り え

であったところが残
のこ

ってできた 湖
みずうみ

を「海
かい

跡
せき

湖
こ

」

といいます。 

霞ケ浦がほぼ今
いま

のような形になったのは、およそ 1500 年前から 2000 年前

ごろといわれています。そのころの広さは今の 2～3倍もあり、海水
かいすい

が入りや

すい 湖
みずうみ

でした。 

その後、1600 年代のおわりごろ江戸
え ど

湾
わん

（今の東京
とうきょう

湾
わん

）に注いで
そ そ い で

いた利根川
と ね が わ

の流れ
な が れ

を変える
か え る

大きな工事が行われ 1700 年代に利根川
と ね が わ

は銚
ちょう

子
し

（千葉県）で

太平洋
たいへいよう

に注
そそ

ぐ今の流
なが

れとなりました。このつけかえ工事
こ う じ

により、たくさんの

土やすなが利根川
と ね が わ

の下流
かりゅう

や霞ケ浦の南東部
なんとうぶ

につもって新しい
あたらしい

陸地
り く ち

がつくられ

ました。 

そして 17世紀
せ い き

の中
なか

ごろに、霞ケ浦は海
うみ

とのつながりがわるくなり、現在
げんざい

の

利根川
と ね が わ

と霞ケ浦の姿
すがた

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊ その他学習資料 
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